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平
成
26
年
度
「
近
畿
高
鍋
会
」
総
会
が
、
来
賓
や
会

員
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
、心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

約
１
年
ぶ
り
の
総
会
で
は
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
の
中
、皆
様
と
有
意
義
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
高
鍋
町
で
は
、
宮
崎
県
の
観
光
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
高
鍋
大
師
を
四
季
折
々
の
花
木
で
飾
る
花
守

山
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
年
後
に
は
新
た

な
観
光
名
所
と
し
て
再
生
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、商
店
街
も
経
済
産
業
省
が
選
ぶ
「
が
ん
ば

る
商
店
街
30
選
」
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、口
蹄
疫
か
ら

の
復
興
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

そ
の
他
に
も
、
８
月
に
は
全
国
の
地
方
新
聞
と
共
同

通
信
社
が
選
ぶ
「
地
域
再
生
大
賞
」
に
選
定
さ
れ
た
１

千
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
る
『
き
ゃ
べ
つ
畑
の
ひ

ま
わ
り
祭
り
』
、
10
月
に
は
１
万
基
の
灯
籠
に
灯
を
と

も
す
『
高
鍋
城
灯
籠
ま
つ
り
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ

帰
省
さ
れ
る
の
も
高
鍋
町
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見

す
る
良
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
町
政
発
展
の
た

め
、ふ
る
さ
と
“た
か
な
べ
”を
思
う
暖
か
い
ご
支
援
や

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
近
畿
高
鍋
会
」
の
更
な
る

発
展
に
向
け
積
極
的
な
支
援
を
し
、総
会
や
近
畿
高
鍋

会
だ
よ
り
発
行
な
ど
の
様
々
な
活
動
が
、高
鍋
町
出
身

の
方
々
と
同
郷
の
絆
を
確
か
め
、故
郷
を
離
れ
て
近
畿

地
区
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
の
支
え
と
な
る
様

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、「
近
畿
高
鍋
会
」
が
高
鍋
町
と
近
畿
地
区
の

架
け
橋
と
な
る
よ
う
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
、ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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      今年も総会の日がやって来た。近畿高鍋会 

が誕生して、早くも３年の歳月が流れ軌道 

に乗りつつあると感じる。 

 ５月２４日午前１０時、受付開始会場になっている道
頓堀ホテル３階の会場には、男女を問わず次から次と出
席者が集まって来た。顔ぶれを見ると毎年来てくれてい
る人、今年初めての人、ふるさとからは小澤町長、柏木
町議会副議長、初参加の小泉福祉協議会総務課長等、在
阪のご来賓、一般会員を含めた７０名の参加を得た。 

 総会を前に参加者全員で集合写真を撮り、第一部総会
を開始。高鍋小澤町長の挨拶から始まって平成２５年度
の事業会計報告。平成２６年度の事業計画・会計予算案
の報告、新役員の紹介等を済ませ滞りなく総会を終え
た。 

続いて第二部懇親会に移り出席者の自己紹介、高鍋高
校 OＢ歌手鈴木はる子さんの演歌をトップに続いて希
望者も順次マイクを握り美声を放っていた。 

そしてみんなが一番愉しみにしている、企業協賛の地元
特産品等が当たる抽選会を見ながら、酒を酌み交わし、
交流を深めていた。豪華な賞品が当たって喜ぶ人の顔が
会場いっぱいに広がり、いつの間にか定席を離れ、あち
こちでふるさとを同じくする人達が小グループの輪を
つくり、話しの花を咲かせ会場には笑い声が止まらなか
った。そして宴たけなわの午後３時過ぎ無事終了し、来
年も元気な姿で再会できることを誓いながらみんなが
会場をあとにした。 

――追 記―― 

 終わっていつも思うことだが、一人残らずみんなが愉
しいひとときを過してくれただろうかと案じながら、今
後も会員同志の絆を強固なものにして、私達を育ててく
れた自然美豊かな文教の町発展の為、貢献できる一つの
組織体に育てていくのが世話役に課せられた責務だと、
つくづく思わずにはいられなかった。 

〈ふるさと高鍋をあとにして６２年が過ぎた凡人が記す〉 

近
畿
高
鍋
会 

都
留 

公
平 

会
長 

 

新
緑
の
真
っ
只
中
の
五
月
二
十
四
日
に 

近
畿
高
鍋
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
で
三
回
目
の
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
関
係
皆

様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
賜
も
の
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

総
会
に
は
、
小
澤
高
鍋
町
長
、
柳
田
宮

崎
県
大
阪
所
長
、
飛
田
宮
崎
県
人
会
会
長

を
始
め
、
地
域
会
及
び
企
業
の
代
表
の

方
々
、
そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
を
含
め
総

勢
七
十
数
名
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
福
引

大
会
な
ど
を
行
い
、
和
や
か
に
楽
し
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
ご
来
賓
の
方
々
、
企
業
の
皆
様
か

ら
過
分
な
る
物
品
等
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
福
引
大
会
で
は
、

全
員
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
品
物
が
行
き

わ
た
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

近
畿
高
鍋
会
が
誕
生
し
て
三
年
で
あ
り

ま
す
が
ま
だ
幼
児
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の

助
け
な
し
で
は
歩
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
は

な
は
だ
勝
手
を
申
し
ま
す
が
今
以
上
の
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
 

ま
た
、
ど
の
地
域
会
等
も
同
じ
悩
み
を

お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
が
、
若
い
人
の
参

加
が
少
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は

創
意
工
夫
を
し
て
魅
力
あ
る
近
畿
高
鍋
会

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
準

備
等
に
多
大
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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ご提供様 ご提供商品 

高鍋町長 様 地場商品詰め合わせ 

高鍋町議会様 ねりくり（美容液） 

黒木本店 様 

焼酎 

 百年の孤独 

 たちばな（橘） 

 喜六ほか 

宮崎カーフェリー 様 
大阪⇔宮崎 

往復フェリーチケット 

霧島酒造様 
焼酎 

 吉助 

ケーキのツマガリ 様 ロールケーキ 

関西若潮同窓会 

会長 渡邊千尋 様 
尾道ラーメン 

宝酒造株式会社 様 
芋焼酎 

缶チューハイ 

もりえん 

原 哲朗 様 
お茶 

都留公平 様 マンゴー 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県高鍋町大字北高鍋７７６ 

株式会社黒木本店 

第一部の総会が終わり、第二部の懇親会になると会場の雰囲気もがらりと変わります。 
お食事をいただきながらの歓談。テーブルには提供された焼酎で舌鼓をうち話もはずみます。 
そして待ちにまった抽選会では、ご協賛いただいた各企業様からの商品が盛りだくさんならん
でいました。抽せん会は、ご提供いただいたご本人（又は代理）によってクジがひかれ、喜び
の手に渡っていきました。ご提供いただきました皆さま、本当にありがとうございました。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉助〈黒〉のおすすめの飲み方はロック！ 
 

落ち着いた香りと甘みを感じさせる吉助〈黒〉 
黒麹仕込みによるコクのある味を贅沢に味
わうには、オンザロックがおすすめです。 

（霧島酒造HPより） 

大阪市北区西天満 5-6-10 
冨田町パークビル５F 

霧島酒造株式会社 大阪支店 

お茶販売 50 年産地直送で安く販売していま
す。奥で和風喫茶もしておりサイフォン立て
で本格的にコーヒーをたてています。 

是非お立ち寄り下さい。〈お茶のもりえんHPより〉 

大阪市東淀川区淡路 4-12-13 

大阪市中央区北久宝寺 2-1-15 船場エースビル 

宮崎カーフェリー㈱大阪支店 
    
 

 
 
 
◆「紅彩」は宝酒造「黒壁蔵」で造られた、
九州限定の焼酎。紅さつま芋を使用し、
黒麹仕込みによるキレのある味わい。 

芋の甘く爽やかな香り、コク   
のある程よい厚みと後味サラ
リとしたキレのある味わいで
す。 

「黒壁蔵」は、日向灘に抱かれ
た自然豊かな環境の中にあり
ます。黒壁蔵は「ななつ星」の
車窓から見えるようになって
います。 

〈宝酒造HP より) 

 

宮崎県高鍋町蚊口浦５３２３ 

宝酒造株式会社 高鍋工場 
 

 

 
甲陽園本店 

 
 
 

 

 

 

 

甲陽園本店では、ツマガリのオールライ
ンアップッを取り扱っています。 

フレッシュケーキやゼリー、シュークリ 

ームなど本店だけで販売している人気ア
イテムも。 

大丸各店では、焼菓子・クッキー・チョ
コレートなどをお買い求めいただけま
す。  〈ケーキのツマガリHPより) 

西宮市甲陽園本庄町６－３８ 

ケーキハウスツマガリ 
 

 

 

 

 

文化としての酒造り 
（酒造りは農業である） 
 
酒は文化であり、文化とは、
その土地の風土から生まれ
てくるもの。 
 
・土の匂いがすること 
・自らの手足、思考を働か
せること 
（汗を流すこと） 

・収穫を楽しむこと 
〈黒木本店HPより〉 

 

おすすめ商品 ランキング 

高鍋町長様、高鍋
町議会様、関西若
潮同窓会会長様、
近畿高鍋会会長
様のご紹介につ
きましては、一覧
のみになります
こと、悪しからず
ご了承ください。 

多くのご支援のお陰で、会が盛りあがります。 
更なる発展は、会員各位の参加にあります。 
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居 住 地 人数 

奈

良 

県 

奈良市 ４ 

橿原市 ４ 

香芝市 １ 

合計人数 ９ 

居 住 地 人数 

 

沼津市 １ 

合計人数 １ 

居 住 地 人数 

 

多摩市 １ 

合計人数 １ 

居 住 地 人数 

 

和歌山市 １ 

合計人数 １ 沼津市の人口：203,418人 

多摩市の人口：147,735人 

奈良県各市の人口 

・奈良市 ：364,318人 

・橿原市： 51,807 人 

・香芝市： 78,149人 

和歌山市の人口：365,910人 

 
 
 
 
   
◕近畿高鍋会に入会ご希望の方はご一報ください。
高鍋町出身の方以外、近畿以外にお住まいの方
でも入会可能です。関心のある方へのお声かけ
をしていただけるとありがたいです。 

（年会費 1,000円です。） 
 
◕住所の変更・電話番号の変更なども、事務局に 

ご連絡をお願いします。 
 
◕24年度・25年度の年会費未納の方入金をよろし
くお願いします。会費は活動の資金となります。
ご理解とご協力をお願いします。 

 

あなた住むまちの情報・とっておき

スポットなどをファックス・メール

などで事務局へお寄せください！！ 

 
 

 
 
 
 
 
 

  高鍋町役場 政策推進課 

0983-26-2018 

  高鍋町の応援をお願いします 

「お墓が遠くて、なかなか帰省できない」 

「お墓が気になるけど、体調が悪くてお参りできない」 

・・・など 

 

 

詳しくは、高鍋町社会福祉協議会（社協）へ
お問い合わせください。 

 
〒884-0002 高鍋町大字北高鍋 300番地 

TEL：０９８３－２２－４０７６ 
FAX：０９８３－２３－５３６５ 


